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沖
縄
県
青
色
申
告
会
連
合
会
の
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
が
、
令
和
六
年
十
月
四
日
ダ
ブ
ル
ツ
リ
ー

Ｂ
ｙ
ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
来
賓
と
し
て
、
沖
縄
国
税
事
務
所

児

島
所
長
を
始
め
、
六
税
務
署
長

関
係
団
体
の
代
表

者
を
お
迎
え
し
、
約
百
八
十
名

の
参
加
の
下
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立

っ
て
、
「沖
縄
県
に
お
け
る
青
色
申

告
会
誕
生
の
想
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

た
記
念
講
演
会
は
、
沖
縄
県
初
の
青
色
申
告
会
の
発
起
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
島

元
辰
夫
氏

（相
談
役
）
か
ら
、
沖
縄
県
で
の
青
色
申
告
制
度
の
導
入
か
ら
青
色

申
告
会
結
成
、
現
在
ま
で
を
振
り
返
る
講
演
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
に
、
本
土
復
帰
を
前
提
に
各
種
制
度
の

一
本
化
策
と
し
て
、

青
色
申
告
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
島
元
相
談
役
が
、
東
京
に
納

税
者
を
指
導
す
る
団
体
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
い
た
の
が
き

っ
か
け
と
な
り
、

国
税
庁
に
手
紙
を
出
す
と
、
そ
の
後
、
国
税
庁
よ
り
全
国
青
色
中
告
会
総
連
合

の
機
関
誌
が
届
き
、
沖
縄
で
の
青
色
申
告
活
動
が
始
ま
る
、
第

．
歩
と
な
っ
た
。

当
時
、
島
元
辰
夫
相
談
役

（三
―
二
歳
）
と
同
僚
で
あ

っ
た
平
安
山
良
博
氏

（二
十
九
歳
）
と
の

「良
い
世
変
り
の
為
に
、
我
々
若
者
が
何
か
で
き
る
の
で

は
な
い
か
！
」
と
の
想
い
か
ら
毎
晩
の
ご
と
く
会
設
立
に
む
け
て
の
活
動
が
取

り
組
ま
れ
た
。

琉
球
政
府
主
税
局
は
、
沖
縄
の
青
色
中
告
制
度
の
普
及
育
成
業
務
費
の
予
算
を

計
上
し
、
青
色
中
告
会
に
事
務
委
託
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
事
業
委
託
が
青

色
申
告
会
の
活
動
の
大
き
な
要
因
で
あ
り
組
織
維
持
発
展
の
原
点
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
沖
縄
県
に
青
色
申
告
会
を
つ
く
る
発
起
人
六
名
が
集
ま
り
、
想

い
が
実
を
結
ぶ
事
と
な
る
、
全
国
に
遅
れ
る
こ
と
二
十

一
年
、
昭
和
四
十
六
年

十
二
月
十
日

沖
縄
青
色
申
告
会

（現
在
の
那
覇
青
色
中
告
会
）
が
結
成
さ
れ
、

そ
の
後
宮
古
会

・
八
重
山
会

・
北
部
会

・
沖
縄
中
部
会

・
北
那
覇
会
と
次
々
と

結
成
さ
れ
、
更
に
組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
昭
和
四
十
九
年
四
月

一
日
に
沖
縄

県
青
色
申
告
会
連
合
会
が
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
幾
多
の
紆
余
屈
折
が
あ

り
現
在
に
至
る
が
、
沖
縄
県
の
青
色
申
告
会
の
発
展
は
、
島
元
相
談
役

・
平
安

山
氏

・
照
屋
廣
氏
の
世
を
大
切
に
思
う
情
熱
が
人
を
動
か
し
た
と
言
え
る
。
そ

し
て
税
務
当
局
や
歴
代
会
長

・
役
員
の
皆
様
方
の
信
頼
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で

成
長
し
た
事
を
改
め
て
実
感
で
き
た
創
立
五
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
意
義
深
い

記
念
講
演
で
し
た
。

一一一一一黎一一

■■|

■

鑓
吼
苺

轟
ピ
一籟

雛●

年金セミナ

不動産管理セミナー

―
■
●
●

ヨ

し



第 109号 一般社団法人 北那覇青色申告会会報 令和 7年 1月 6日 (2)

お
早
め
に
確
定
申
告
の
ご
予
約
を
！

税
と
目
ま
ぐ
る
し
い
税
務
環
境
の
変
化
の

中
、
特
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

対
応
す
る
た
め
会
員
の
皆
様
に
は
全
青
色

開
発
し
た
会
計
ソ
フ
ト

「ブ
ル
ー
リ
タ
ー

ン
Ａ
」
を
活
用
し
、
予
約
制
に
よ
る
個
別

指
導
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
分

の
所
得
税
、
消
費
税

の
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
の
利
用
率
は
前
年
同
様
更
な
る

定
着
に
向
け
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
イ
ー
タ

ッ

ク
ス
に
よ
る
、
申
告
と
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
納

付

・
特
に

「振
替
納
税
」
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
を
利
用
し
て
く
だ
ざ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
令
和
六
年
分
所
得
税

。
消
費

税
の
確
定
申
告
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
確
定
申
告
期
は
本
会
の
会
活
動
の

総
決
算
と
し
て
大
き
な
事
業
の

一
つ
で
あ

り
ま
す
。
会
員
指
導
相
談
は
元
よ
り
、
青

色
申
告
の
普
及
と
会
員
増
強
は
組
織
の
活

性
化
を
図
る
絶
好
の
機
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
青
色
申
告
会
の
仲
間
を
増
す
た
め

に
も
、
役
員
並
び
に
青
年
部

。
女
性
部
の

皆
様
方
に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
令
和
六
年
分
確
定
申
告
は
例
年
通
り

「沖
縄
納
税
研
修
会
館
」
を
始
め
、
西
原

町

。
久
米
島
町

・
座
間
味
村

・
渡
嘉
敷
村

・

南
大
東
村

・
北
大
東
村
の
七
つ
の
移
動
納

談
会
場
に
於
い
て
基
本
的
な
感
染
対
策
を

考
慮
し
対
応
す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

確
定
申
告
相
談
は
事
前
準
備
を
し
て
お

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
相
談
事
務
に
万
全
を
期

し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業

の
ご
繋
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

一般社団法人北那覇青色申告会

会長 宮 城 恵美子

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｃ

昨
年
中
は
会
員

の
皆
様
を
始
め
役
員
各

位
、
並
び

に
税
務
当
局
や
関
係
市
町
村

・

関
係
諸
団
体

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

の

お
陰
で
本
会
の
事
業
活
動
も
円
滑
に
運
営

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
を
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁
は
昨
年
六
月
に

「税
務

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ

ョ
ン
将
来
像

二
〇
二
三
」
を
発
表
し

「デ
ジ
タ
ル
」
を
活
用
し
て
国
税
に
関
す

る
手
続
や
業
務
の
在
り
方
の
抜
本
的
な
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
十
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
や
令
和
六
年

一
月
か
ら
電
子
帳

簿
保
存
法
が
ス
タ
ー
ト
、
更
に
は
定
額
減
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
北
那
覇
青
色
申
告
会
及

び
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁
が
公
表
し
ま
し
た

「税

務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
税
務
行
政
の
将
来
像
二
〇
二

三
」
で
は
、
新
た
に

一事
業
者

の
デ
ジ
タ

ル
化
」
を
施
策

の
柱
に
加
え
て
お
り
、
北

那
覇

税
務

署

と

い
た
し

ま

し

て
も
、
引

き
続
き
申
告
手
続
や
納
付
手
続
な
ど

の
デ

ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、
税

務

行

政

の
Ｄ
Ｘ
（デ

ジ

タ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
十
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度

の
ほ
か
、
電
子
帳
簿
保
存
法

の
改

正
な
ど
、
記
帳
を
取
り
巻
く
環
境
は
近
年

著
し
く
変
化
し
て
お
り
、
適
正
申
告
や
事

務

の
効
率
化
に

つ
な
が
る
日
々
の
記
帳

の

北那覇税務署

署長 庄 司 敦

副 会

〃 会
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重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
る
な
か
、

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
個
人
事
業
者

の
記
帳
水
準
向
上
策
の

一
環
と
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
記
帳
の
普
及
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
、
「事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の

と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

は
、
四
方

を
海

に
囲
ま

れ
、
多
く
の
離
島
を
擁
す
る
沖
縄
に
お
い

て
、
官
民
双
方
に
と

っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ

卜
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

貴
会
及
び
会
員
の
皆
様
方
と
連
携

・
協
調

を
図
り
な
が
ら
、
記
帳
指
導
に
加
え
、
ｅ
ｌ

Ｔ

ａ
ｘ
及
び
キ
ヤ
ツ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
は

じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
納
税
者

利
便
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
も

貴
会
及
び
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行

政

の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
ｅ
ｌ
Ｔ

ａ
ｘ

の
普
及

。
定
着
を
は
じ
め
様
々
な
施
策
に

つ
い
て
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い

る
と

こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び

に
、
本
年
が
貴
会

の
益

々
の
ご
発

展
と
会
員

の
皆
様

の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
ご
繁
栄

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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再
生
と
変
化
～
新
た
な
る

「挑
戦
」
の

一
年
へ
！

も
更
な
る
実
務
レ
ベ
ル
で
の
知
識
習
得
と

シ
ス
テ
ム
体
制
基
盤

の
構
築
が
急
務
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。
北
那
覇
支
部
と
し
て

も
、
よ
り

一
層
の
情
報
共
有
と
研
鑽
を
重

ね
、
会
員

一
丸
と
な

っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
参
り
ま
す
。

税
理
士
は
税
務
に
関
す
る
専
門
家
と
し

て
申
告
納
税
制
度
の
理
念
に
沿

っ
て
納
税

義
務

の
適
正
な
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

い
か
な
る
環
境
の
変
化
に
も
対
応
し
得
る

中
小
零
細
企
業
経
営
の
支
援
を
行
う
こ
と

を
使
命
と
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
沖
縄
税

理
士
会
北
那
覇
支
部
は
本
年
も
、
北
那
覇

青
色
申
告
会
の
各
種
事
業
活
動
に
協
力
し
、

貴
会
及
び
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
令
和
七
年
が

一
般
社

団
法
人
北
那
覇
青
色
申
告
会
及
び
会
員
の

皆
様
に
と

っ
て
実
り
豊
か
な
発
展
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

沖縄税理士会 北那覇支部

支部長 添 石 幸 伸

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
一
般
社
団
法
人
北
那
覇
青
色
申
告
会
及

び
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
希
望
に
満
ち
た

一
年
の
初
め
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
同
様
に
、
沖
縄
税
理
士
会
北
那
覇
支

部
会
務
運
営
に
対
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
の
巳
年
は
、
十
千
十
二
支
の

考
え
方
で
は

「乙
巳

（き
の
と

。
み
）
」
と

な
り
、
再
生
や
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら

柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
年
と
さ
れ
、
努
力

を
重
ね
、
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
と
い

う
意
味
合
い
を
持

つ
年
と
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
激
し
く
変
化
を
遂
げ
て
い
く
社
会
環

境
及
び
経
営
環
境
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
、
柔
軟
な
心
と
知
恵
を
持

っ
て
新
た
な

挑
戦
に
立
ち
向
か
い
、
輝
か
し
い
未
来
に

向
け
て
共
に
大
き
く
成
長
を
遂
げ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て

い
く
為
に
も
、
税
務
行
政
を
含
め
、
企
業

経
営
を
取
り
巻
く
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
は
更
な

る
進
化
を
遂
げ
―
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
企
業
経
営
の
変
革
は
、
も
は
や
経
営

者
に
と
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
税
理
士
に
お
い
て

・
〓
一一一一●
■
■
〓
一一一一■
一
〓
〓
■
―
一・・・〓■
〓
■

．〓
■
一一一■
■
一一一〓
●
■
．■
■
■
〓
■
●
一
●
■
●

し

●
●
■
●
１
●
■
■
一・一■
・́
一
一一●
●
〓́
一一一一一一■
●
●
●
■
■
■
，
・・■
■
一一●・一
■
■
■
●
■
´
■
■
一●

〃 ″ 〃 〃 〃 ′′ 〃 〃 〃 〃 〃 ′′ 〃 ′′ 〃 〃 〃 ′′ 〃 ′′ 〃

監
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令
和
六
年
度
納
税
表
彰

○
北
那
覇
税
務
署
長
表
彰

一般社団法人北那覇青色申告会

理事 村吉 律子 氏

士
の
新
垣
隆
顕
先
生
、
事
業
者
対
象
に
税
理
士

の
添

石
幸
伸
先
生

（西
原
町
以
外

の
地
区
）
、

平
敷
太
介
先
生

（西
原
町
地
区
）
を
お
招
き
し
、

離
島
地
区
に
お
い
て
は
、
担
当
職
員
で
個
別
で

の
対
応
と
な
り
ま
し
た
ｃ

売
上
や
経
費
に

つ
い
て
基
本
的
な
部
分

の
確

認
や
誤
り
や
す
い
点
、
今
年
度
限
り
の
定
額
減

税
に

つ
い
て
、
減
価
償
却

の
留
意
点
や
消
費
税

や
イ
ン
ボ
イ
ス
の
注
意
点
な
ど
分
り
や
す
く
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
し

っ
か
リ
チ

ェ
ッ
ク
で

楽
々
確
定
申
告
に
し
ま
し
よ
う

―

去
る
六
月
十

一
日
、
ダ
ブ
ル
ツ
リ
ｌ

ｂ
ｙ

ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城

一首
里
の
間
」
に
於
い
て
、

北
那
覇
税
務
署

田
畑
哲
郎
署
長
を
は
じ
め
松
尾

光
治
管
理
運
営
統
括
官
、
玉
城
正
人
個
人
課
税

統
括
官
、
山
城
三
樹
雄
記
帳
指
導
担
当
、
沖
縄

税
理
士
会

北
那
覇
支
部
添
石
幸
伸
支
部
長
の
ご

臨
席
の
も
と
、
仲
本
清
弘
総
務
委
員
長
の
司
会

に
よ
り
進
行
し
、
日
渡
勝
彦
副
会
長
の
開
会
の

`` レ

辞
か
ら
新
本
会
長
の
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

会

長

は
挨
拶

の
中

で
、
今

年
度

の
確
定
申

告

は
イ

ン
ボ

イ

ス
制
度

が
施
行

さ
れ
、
初

め

て
の
年
と
な
る
た
め
、
混
乱
も
予
想
さ
れ
た
が
、

前

も

っ
て

の
準
備
と
税
務
当

局

の
ご

協
力
に

よ
り
、
無
事

に
終

了
す

る
事

が
出
来

た
事

に

感
謝
を
述

べ
た
。

続
い
て
新
本
会
長
が
議
長
と
な
り
報
告
事
項

と
議
案

の
審
議
に
移

っ
た
。

報
告
事
項

○
令
和
五
年
度
事
業
報
告
　
○
令
和
六
年
度
事

業
計
画
　
○
令
和
六
年
度
収
支
予
算

決
議
事
項

○
第

一
号
議
案

令
和
五
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

○
第

二
号
議
案

会
費
規
定
変
更
案
承
認
の
件

○
第
三
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
承
認
の
件

以
上

の
議
案
を
仲
本
専
務
理
事
よ
り
説
明
が

あ
り
、
満
場

一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
田
畑
署
長
、
沖
縄
税
理
士
会

添
石
北
那
覇
支
部
長
よ
り
税
務
環
境
が
複
雑
化

す

る
中
、
会

員
事
業
者

へ
の
役
割

は
大

き
く
、

宮
城
新
会
長
を
先
頭
に
、
更
な
る
協
力
体
制
を

強
固
な
も

の
と
す
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
示

さ
れ
た
。
上
間
仁
助
副
会
長

の
開
会

の
辞
で
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来

賓

の
ご
臨
席

の
も
と
、
松
本
哲
治
浦
添
市
長
よ

り
乾
杯

の
音
頭
を
頂
き
、
新
会
長

へ
期
待

の
お

言
葉
が
あ
り
、
盛
会

の
中
、
新
垣
勉
副
会
長

の

挨
拶
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
は
、
部
員
相
互
の
情
報
交
換
と
異
業

種
交
流
や
後
継
者
育
成
を
目
的
に
現
在
三
十
二

名
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
定
例
会

日
　
時

‥
令
和
六
年
七
月
二
十
五
日

（木
）

場
　
所

‥
サ
ラ
ダ
ポ
ウ
ル

部
員
同
士

の
親
睦
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に

一部
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
は
２
ゲ
ー
ム
制
で
行
わ
れ
、

参
加
者
全
員

が
熱
心
に
ブ

レ
イ
し
な
が
ら
も
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

同

日

間

□

日
　
時
‥
令
和
六
年
九
月
二
十
六
日

（本
）

場
　
所
‥
沖
縄
納
税
研
修
会
館

３
階
研
修
室

内
　
容
‥
「最
新

・
税
務
調
査
対
応
の
ツ
ボ
」

講
　
師
…
税
理
士
　
神
谷

善
則

先
生

税
務
調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
は
、
毎
年

の
確
定
申
告
で
前
年
対
比
や
同
規
模
、
同

一
業

種
と
の
対
比
等
で
異
常
な
計
数
と
な

っ
た
場
合

に
調
査
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
調
査
時

に
は
調
査
官
の
質
問
内
容
を
的
確
に
捉
え
、
事

実
を
し

っ
か
り
把
握
し
て
答
え
る
事
。
分
か
ら

な
い
点
や
不
明
な
点
は
即
答
せ
ず
、
十
分
に
検

討
し
て
正
直
に
話
す
こ
と
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
や

実
体
験
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
解
り
や

す
く
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。

只
今
、
青

年
部

員
を
大
募
集

し
て

お
り
ま
す
。
青
年

部

に
入
部
し
、
仲

間
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

年

の
瀬

も

押

し

迫

り
、

正
し
く
帳

簿

を
締

め

る
た

め
確
定
申

告

の
準
備

を
す

す

め

る
に
あ

た

り
、
決

算

準
備

説

明
会

を
開
催
致

し

ま
し
た
。

講

師

に

不

動
産
賃
貸

業

の
事
業

主

を

対
象

に
税

理

ヽ _

各
地
域
で
決
算
準
備
説
明
会
開
催
１

第
十
三
回
通
常
総
会
開
催
■

新
会
長
に
宮
城

恵
美
子
氏
■



(5)令和 7年 1月 6日 一般社団法人 北那覇青色申告会会報 第 109号

し

五
月
に
開
講
し
、
七
ヶ
月

間

（全
十
六
回
）
を
通
し
て

記
帳
の
仕
方
か
ら
決
算

・
申

告
ま
で
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

を
日
的
と
し
て
、
午
前

（事

業
所
得
者
向
け
）
と
午
後

（不

動
産
所
得
者
向
け
）
の
コ
ー

ス
を
設
け
開
催
さ
れ
た
青
色

教
室

「第

二
十

二
期
生
」
の

修
了
式
が
、
去
る
十

一
月
七

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

修
了
式
で
は
、
講
師
よ
り

講
座
の
総
ま
と
め
の
説
明
が

あ
り
、
午
前
は
員
榮
城
孝
文

事
業
広
報
委
員
長
、
午
後
は

上
間
仁
助
副
会
長
よ
り
、
受

講
者

一
人
ひ
と
り
に
修
了
証

書
を
手
渡
し
、
長
期
に
渡
る

受
講
に
、
ご
苦
労
様
と
激
励

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
者

か
ら
は
、

「記
帳

の
仕
方
や
税
に
対
し
て
の
知

識
を
少
し
ず

つ
理
解
で
き
勉
強
に
な

っ
た
。
又
、

学
ん
だ
こ
と
を
基
本
に
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
事
業
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。
」
な
ど

多
数
の
声
が
聞
か
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

去
る
四
月
十
二
日

（金
）
、
五
月
二
十
二
日

（水
）

に
沖
縄
納
税
研
修
会
館
三
階
研
修
室
に
て
、
新
た

に
入
会
さ
れ
た
方

々
を
対
象
に
、
「新
規
青
色
説

明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
青
色
申
告
制
度
に
つ
い
て
、
青

色
申
告
の
主
な
三
つ
の
特
典
、
青
色
申
告
特
別
控

除
六
十
五
万
円

。
青
色
事
業
専
従
者
給
与

・
純
損

失
の
繰
り
越
し
を
説
明
し
、
青
色
申
告
を
す
る
こ

と
で
、
所
得
税

・
住
民
税
だ
け
で
な
く
、
国
民
健

康
保
険
税

・
介
護
保
険
料
ま
で
軽
減
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
青
色
申
告
と
自

色
申
告
の
違
い
を
比
較
し
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
練
習
問
題
を
用
い
て
、
手
書
き

で
の
記
帳
の
仕
方
と
会
計
ソ
フ
ト
を
使

っ
た
記
帳

の
仕
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
青
色
申
告
会
を
積
極
的
に
活
用
し
て

頂
く
よ
う
、
新
規
会
員
の
皆
様
に
呼
び
か
け
致
し

ま
し
た
。

四
月
二
十
六
日

（金
）

算
や
青
色
申
告
決
算
書
、
所
得
税

・
消
費
税
の
申

告
書
も
ス
ム
ー
ズ
に
作
成
で
き
る
こ
と
を
勉
強
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ

ス
制
度
も

ス

タ
ー
ト
し
、
今
後
は
帳
簿
付
け
が
よ
り
細
か
く
複

雑
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
事
務
負
担
の

軽
減
を
図
る
目
的
も
含
め
、
パ
ソ
コ
ン
で
帳
簿
付

け
し
た
い
と
検
討
し
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
五
月
十
日

（金
）

講
　
師
　
北
那
覇
税
務
署

個
人
課
税
部
門

担
当
官

場
　
所
　
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
結
の
街

（三
階
中
研
修
室
）

令
和
五
年
十
月

一
日
よ
り

導
入
さ
れ
た
、
消
費
税

の
仕

入
税
額
控
除

の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
要
件
と
な
る
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式

（い
わ

ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会

で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
の
概
要
や
記
載
事
項
、
売
手
や
買
手
が
留
意
す

べ
き
点
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税
務
署
長
の
登
録
を
受
け
た

「適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
」、
に
限
り
発
行
が
で
き
、
課
税
事
業
者

だ
け
で
な
く
免
税
事
業
者
の
方
に
も
関
係
の
あ
る

制
度
と
な

っ
て
お
り
、
登
録
に
あ
た

っ
て
は
留
意

点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の

登
録
を
す
べ
き
か
ど
う
か
悩
ま
れ
て
い
る
方
、
登

録
は
し
た
け
れ
ど
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

な
ど
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
は
事
務

局
に
て
随
時
個
別
相
談
会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
免
税
事
業
者
が
令
和
五
年
十
月
よ
リ
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
と
な
り
、
三
割
特
例
を
利
用
し
申

告
を
し
て
い
る
方
は
、
令
和
六
年
分
の
消
費
税
申

告
は
約
四
倍
の
納
税
額
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
納
税
資
金
の
事
前
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

五
月
九
日

（木
）

六
月
五
日

（水
）

【午
前
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

【午
前
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

【午
前
ヨ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

【午
前
コ
ー
ス

事
業
者
】

不
動
産
】

事
業
者
】

不
動
産
】

事
業
者
】

事
業
者
】

不
動
産
】

事
業
者
】

事
業
者
】

七
月
八
日

（月
）

八
月
十
二
日

（火
）

九
月
十
二
日

（金
）

十
月
十

一
日

（金
）

沖

縄
納

税

研
修

会

館

「三
階
研
修
室
」
に
於
い
て
、

会
員
の
事
務
の
合
理
化
と

経
営
状
況
を
正
確
に
把
握

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
一所

得
税

・
住
民
税

・
国
民
健

康
保
険
税
」
の
節
税
と
な

る
青
色
申
告
特
別
控
除
六

十

五

万
円
適

用

の
推

進
、

更
に
、
消
費
税
申
告
の
記

帳

や
電

子
申

告

（イ

ー

タ
ツ
ク
ス
）
に
も
対
応
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
用
会
計

ソ
フ
ト

「ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
」
の
講
習
会
を
定

期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

講
習
会
で
は
パ
ソ
コ
ン
会
計
の
メ
リ
ッ
ト
や
帳

簿
付
け
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
練
習
問
題
を

用
い
て
実
務
的
な
記
帳
の
仕
方
を
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
す
る
だ
け
で
、
関
連
帳
簿
に
振
り
分
け
ら
れ

集
計
は
自
動
的
に
行
わ
れ
て
、
減
価
償
却
費
の
計

し

閉南星電気工事社
電気工事・設計 。見積・施工・住宅設備機器販売

代表取締役 新 本 乗 義

取締役専務 新 本 乗 弘

事務所 〒902-0062 那覇市松川2丁目7-14(指帰橋際)電 話 (098)832-5287
ファックス(098)855-5209

青
色

教

室

修

了
式

一
■
槻
■
■
，
胡
会

「ブ
ル
ー
リ
タ
ーー
‐‐ン
Ａ
」
講
習
会
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去
る
七
月
九
日

（火
）
、
浦

添
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

「結
の
街
」
三
階
大

研
修
室
に
お
い
て

税
理
士
の
山
入
端

正
範
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
、

「相

続

・
贈
与

に
関
す

る
税
務

の
ポ
イ
ン

ト
」
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会

で
は
、
だ
れ
が
相
続
人
に
な
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
相
続
財
産
に
な
る
の
か
、
ど

ん
な
場
合
に
相
続
税
が
か
か
る
の
か
、
と
い
う
基

本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
相
続
税
と
贈
与
税

の
税
率
の
違
い
や
、
遺
留
分
の
制
度
、
相
続
時
精

算
課
税
制
度
、
配
偶
者
居
住
権
な
ど
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
令

和
六
年
か
ら
は
相
続
財
産
に
加
算
す
る
暦
年
贈
与

の
期
間
が
三
年
か
ら
七
年
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
を

説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
、
相
続
対
策
の
注
意
点
と
し
て
、
相
続

対
策
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
あ
り
、
人
に
よ

っ
て

有
効
な
対
策
が
異
な
る
こ
と
、
税
金
の
対
策
だ
け

で
な
く
、
親
族
争
い
を
避
け
る
対
策
も
必
要
な
こ

と
、
相
続
は
始
ま

っ
て
か
ら
で
は
対
策
が
で
き
な

い
の
で
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
呼
び

か
け
研
修
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

去
る
九
月
六
日

（金
）、
浦
添
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
・

結
の
街
に
於
い
て
、

税
理
士
の
狩
俣
憲

一
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
、
「土
地

活
用
で
資
産
を
守

る
固
定
資
産
税
」

講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

固
定
資
産
税
は
納
税
者
自
ら
が
納
税
額
を
計
算
す

る
所
得
税
と
は
違
い
、
市
町
村
が
固
定
資
産
を
評
価

し
、
税
額
を
計
算
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
万

一
間
違

い
や
事
実
誤
認
が
あ

っ
た
場
合
に
は
納
税
者
自
身
が

そ
の
訂
正
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
講
座
で
は
、
始
め
に
固
定
資
産
税
の
し
く

み
や
土
地
建
物
の
評
価
方
法
、
実
際
に
あ

っ
た
課

税
間
違
い
の
実
例
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
固
定
資
産
税
対
策
と
し
て
、
課
税
の
軽
減
特

例
制
度
の
紹
介
や
、
所
得
税

・
相
続
税
の
負
担
も

考
え
て
土
地
建
物
の
収
益
力
の
把
握
が
重
要
に
な

る
こ
と
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、
受
講
者
か
ら
質
問
も
数
多
く
あ

り
、
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
九
月
十
日

（火
）
、
浦
添
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

・
結
の
街

（三
階
中
研
修
室
）
に
於
い
て
、

司
法
書
士
の
座
波
和
弘
先
生

（司
法
書
士
法
人

ミ
カ
タ
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「遺
言
書
の
基

礎
知
識
と
成
年
後
見
制
度
」
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ど

う
し

て
相
続

で

争

い

が

起

き

る

の

か
？
揉

め

る

の
は
遺

産

が
多

い
方
だ
け

で

な

く
、
少
な

く

て
も

不
動
産

な
ど

の
分
け

ら
れ
な

い
財
産
が
占

め
る
割
合

が
大
き

い

な
ど

は
注
意

が
必
要
。

ま

た
、
法
定

相
続

人

や
法
定
相
続
分

の
割

合
、
相

続

人

に
最
低

限

の
遺
産
が
確
保
さ

れ
る
遺
留
分
に

つ
い
て
や
遺
言
書

の
種
類
、
遺

言
の
内
容
に

つ
い
て
の
留
意
点
な
ど
知

っ
て
お

き
た
い
基
礎
知
識
に

つ
い
て
も
ご
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
。

遺
産
相
続
は
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
可
能
性

が
高

い
の
で
、
相
続
が
争
族
と
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
遺
言
書
の
作
成
を
呼
び
か
け
た
。

次
に
年

々
利
用
者
も
増
加
傾
向
に
あ
る
成
年

後

見
制
度

に

つ
い
て
、
成

年
後

見
制
度

と
は
、

認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
意
思
能
力
が
不
十

分
な
人

の
た
め
に
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
本

人
の
援
助
者
を
選
任
し
、
成
年
後
見
人
等
に
財

産

の
管
理
や
生
活
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
る

制
度
。
成
年
後
見
制
度
に
も
大
き
く
分
け
て
法

定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
利
用
方
法
も
異
な
る
と
の
こ
と
。
申
立

て
か
ら
後
見
人
の
職
務
開
始
ま
で
の
流
れ
、
ま

た
必
要
書
類
や
利
用
ま
で
に
か
か
る
費
用
な
ど

成
年
後
見
制
度

の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
ご
説
明

し
て
い
た
だ
い
た

講
座
終

了
後

に
も
個

別

で

の
質

問

が
多

く
、

受
講
さ
れ
た
皆
様
に
と

っ
て
大
変
関
心
の
高
い

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

′

し

`ヽし

NPO法人 国際空手道連盟 極真会館沖縄県支部

極真空手浦|'魯道
責任者 宮城 健 志

〒901-2126沖縄県浦添市宮城3-1-3 1F TELOFAX

KYOK∪ SHIN…KAIKAN OKINAWA BRANCH

相
続
一贈
与
に
関
す
る
税
務
‐の
‐‐‐ポイ
ン
ト
　
　
　
固
定

‐‐
資
産
税
研
修
会
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し

八
月
二
十
三
日

（金
）
、

浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン

タ

ー

・
結

の
街

「三
階

中
研
修
室
」
に
於
い
て
、

顧
間
税
理
士
新

垣
隆
顕

先
生
を
講
師

に
お
招
き

し
、
「税
務
調
査

の
事
前

準
備

と
対
応
策
」
研
修

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

研
修
会

で
は
、

コ
ロ
ナ

禍
を
経
た
経
営
環
境
や
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

潮
流
を
踏
ま
え
て
、
税
務
調
査
の
内
容
や
調
査
官

の
着
眼
点
、
対
処
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

税
務
調
査
の
種
類
と
し
て
、
捜
査
令
状
に
よ
り

行
う
強
制
調
査
や
納
税
者
の
同
意
を
得
て
行
う
任

意
調
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
任
意
調
査

だ
か
ら
と
い
っ
て
調
査
官
の
質
問
に
答
え
な
か

っ

た
り
、
帳
簿
等
を
見
せ
な
か

っ
た
り
し
た
場
合
は

罰
則
規
定
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
任
意
で
あ

っ

て
も
調
査
に
応
じ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

税
務
調
査
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
流
れ
や
上
手
な
税

務
調
査
の
受
け
方
と
し
て
、　
帳
簿
等
の
準
備
や

内
容
の
確
認
を
徹
底
し
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
調
査

時
に
は
調
査
官
の
質
問
内
容
を
的
確
に
捉
え
、
事

実
を
し

っ
か
り
把
握
し
て
答
え
る
事
。
分
か
ら
な

い
点
や
不
明
な
点
は
即
答
せ
ず
、
十
分
に
検
討
し

て
正
直
に
話
す

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
な

ど
、
テ
キ
ス
ト
や
実
体
験
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
解

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
大
勢
の
方
々
が
受
講
し
、
税
務
調
査
に

備
え
る
べ
く
、
先
生
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
る
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

去

る
十

一
月
十

五
日

（金
）
、
浦
添
市
産
業

振

興
セ

ン
タ
ー

・
結

の
街

に
於

い
て
、
税
理
士

の

金
城
達
也
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
、

「成
功
す

る
生
前
贈
与
」
研
修
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

一
般
的

に
、
贈

与

税

は
相
続
税
に
比
べ
税
率
が
高
い
と
い
う
概
念
が
あ

り
ま
す
。
研
修
会
で
は
、
始
め
に
相
続
税
、
贈
与

税
の
違
い
や
仕
組
み
と
い
っ
た
基
礎
的
な
部
分
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
子
や
孫

に
贈
与
す
る
際
に
は
、
毎
年
百
十
万
円
ま
で
の
基

礎
控
除
を
受
け
な
が
ら
贈
与
が
で
き
る

「暦
年
課

税
制
度
」
、
満
六
十
歳
以
上
の
父
母
又
は
祖
父
母

か
ら
十
八
歳
以
上
の
子
や
孫
に
対
す
る
贈
与
は
累

計
二
千
五
百
万
円
ま
で
は
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
な

い

「相
続
時
精
算
課
税
制
度
」
の
二
つ
の
制
度
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
と
有
利
な
ケ
ー
ス
不
利

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
二
つ
の
制
度
が
、
令
和
五
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
令
和
六
年
以
降
の
贈
与
に
い
て
つ
い
て

開
始
前
の
贈
与
の
相
続
財
産

へ
の
加
算
期
間
が
三

年
以
内
だ

っ
た
の
が
七
年
以
内
に
延
長
さ
れ
る
た

め
従
来
の
よ
う
な
節
税
効
果
は
期
待
で
き
な
く
な

る
。
相
続
時
精
算
課
税
制
度
は
、　
一
度
選
択
す
る

と
暦
年
課
税
制
度

へ
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
百
十

万
円
の
基
礎
控
除
も
適
用
で
き
な
か

っ
た
の
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
百
十
万
円
の
基
礎
控
除
が
創

設
等
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
が

高
ま

っ
た
。
研
修
会
で
は
他
に
も
、
不
動
産
を
活

用
し
た
対
策
や
金
融
資
産
を
活
用
し
た
対
策
な
ど

上
手
に
生
前
贈
与
す
る
た
め
の
留
意
点
を
ご
説
明

し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
の
多
く
は
、
将
来
関
わ

っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
相
続
の
問
題
に
、
真
剣
に
聞
き
入
り
、
大
変

関
心
の
高
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
九
月
二
十
日

（金
）
、

浦

添
市
産
業
振
興
セ

ン

タ
ー
結

の
街

に
於

い
て
、

沖
縄
県
葬
祭
業
事
業
協
同

組
合
共
催
に
よ
り
、
会
員

の
福
利
厚
生
事
業
の

一
環

と
し
て

「就
活
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
、
講
師
に

株

式

会

社

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ａ

Ｒ
Ｔ

ラ
イ

フ
ア
ー
ト
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
宜

野
湾

代
表
取
締
役

田
中

雄

一
郎
氏

を
お
招

き
し
、

一医
師
、
看
護
師
に
よ
る

在
宅
医
療
や
看
取
り
の
現
状
」
、
第
２
部
で
講
師

に
臨
済
宗
妙
心
寺
派

万
松
院

副
住
職

松
久
宗
貴

氏
を
お
招
き
し
、
「法
事
や
葬
儀
の
知
識
」
の
テ
ー

マ
で
当
日
は
多
く
の
会
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
終
活
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
実
践
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「具
体
的
な
内
容
で
と
て
も

参
考
に
な

っ
た
」

「家
族
と
の
話
し
合
い
を
始
め

る
き

っ
か
け
に
な
り
そ
う
」
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
早
速
書
い
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
終
活
は
単
な
る

準
備
で
は
な
く
、
今
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の

手
段
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
き

っ
か
け
と

な
り
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

EP昂」J羽糸氏、 圭オ1吾T

◇聾壺謝紙吉会
代表 照 屋 順 英

〒900-0002那 覇市曙 2丁 目8番 27号

電 話 (098)861-2101
FAX(098)866-5848

全日本健康自然食品協会加盟店

健康食品卸小売・三育フーズ取扱店

株式会社比嘉三育ヘルス

店舗比嘉健康食品センター

那覇市字銘苅229

丁EL(098)868-3090(代 )
FAX(098)862-6119

税
務
調
査
の
事
前
準
備
と
対
応
策
　
　
　
「成
功
す
る
生
前
贈
与
」
研
修
会

知
っ
て
お
き
た
い
「終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
１

|ヽ‐■■
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去

る
、
十

月

十

六
日

（水
）

「こ
れ

か
ら

の
時
代

を
乗

り
切

る
た
め

の
ア

パ
ー
ト
経
営
知
識
」

と

題

し

て
、
不
動

産
管

理
セ

ミ
ナ
ー

が
宮

城

裕

氏

（カ

セ
イ
有

限
会
社
代

表
）
を
講
師
に
お
招
き
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
ｃ

ま
ず
始
め
に
今
年

の
七
月
二
日
よ
り
改
正
さ

れ
た
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
法
に
関
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
事
業
者

の
過
大
な
営
業
行
為

の
禁
止
と
ガ

ス
料
金

の
内

訳
の
明
確
な
記
載
が
必
要
に
な

っ
た
と
い
う
変

更
点
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
同
様
に
相
続
関

連
に

つ
い
て
、
今
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
相

続
登
記
の
申
請
義
務
化
に
よ
り
不
動
産
を
取
得

し
た
相
続
人
は
、
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

知

っ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
相
続
登
記

の
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

っ
た
内
容
等
直

近
で
施
行
さ
れ
る

（さ
れ
た
）
内
容
を
ご
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
律
関
連
以
外
に
も
昨
今

の
土
地
価
格

の
上

昇
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
値
上
が
り
や
物
価
高

に
悩
む
方
た
ち

の
為
に
賃
料

の
値
上
げ
交
渉

の

流
れ
や
進
め
方
と
い

っ
た
内
容
に

つ
い
て
も
幅

広

い
観
点
か
ら
具
体
的
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。
セ

ミ
ナ

ー
中

や
終

了
後

も
質
問
が
多

く
、

と
て
も
関
心
の
高
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
日

（火
）
、
浦
添
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

「結

の
街
」
三
階

中
研
修
室
に
お
い

て
、
税
理
士
の
中

村
利
江
先
生
を
講

師

に

お

招

き

し
、

「
こ
と
し

の
税
制

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
、
土
地
の
評
価
の
変
動
の
よ
う

な
毎
年
起
き
る
事
柄
に
も
触
れ
つ
つ
、
今
年
の

六
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
個
人
の
所
得
税
が

一
人

に
つ
き
三
万
円
、
住
民
税
が

一
万
円
減
税
さ
れ

る
定
額
減
税
制
度
に
つ
い
て
の
概
要
と
事
務
処

理
を
行

っ
て
い
く
上
で
の
手
順
と
注
意
事
項
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
の

一
月
よ
り
改
正
さ
れ
た
電
子

帳
簿
保
存
法
で
は
こ
れ
ま
で
紙
で
保
存
し
て
も

大
丈
夫
だ

っ
た
電
子
デ
ー
タ
で
の
領
収
書
、
請

求
書
等
の
商
標
書
類
が
デ
ー
タ
で
必
ず
保
存
し

な
い
と
い
け
な
く
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
説

明
さ
れ
た
。

最
後
に
子
育
て
支
援
世
帯
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
拡
充
と
リ
フ
ォ
ー
ム
税
制
の
拡
充
に
よ
り

対
象
工
事
限
度
額
や
最
大
控
除
額
の
引
き
上
げ

さ
れ
た
こ
と
な
ど
事
業
外
で
も
役
立

つ
知
識
に

つ
い
て
語
ら
れ
研
修
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

t

ヽ_

◇ 株式会社儀保ベイント商会
建 築 ・ 車 輛 ・ 重 防 ・ 船 舶 ・ 防 水 ・ 塗 料 全 般

代表取締役会長 儀  イ采  菫1 ネ谷

代隷 鋼 卿 暇  儀  イ采[ = 彦

〒901-2121              TEL1098‐ 877…2672rtl FAX。 098… 877…8846
沖縄県浦添市内間3丁目20番 1号 http://www.gibopaint.cOm

式穂  繊 読  忍耐
汁妃空手虻ナ式虻ホ疼流知式館ネ挙
僑保空手逍場
範掛韻十段儀 保 宜 裕

副鉾長 儀保 宜彦、吉千 逹子
指導員 儀保 建人、儀保 祐人、オジャ・ラックスマン、藤口 隆子、
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セ
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こ
と
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税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
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去
る
九
月
十
八
日

（水
）
、

浦

添

市

産

業

振

興

セ

ン

タ
ー

・
結

の
街
に
お
い
て
、

比
嘉
正
人
氏

（社
会
保
険

労
務
士
法
人
ク
ロ
ー
バ
ー
）
を
講
師
に
お

招
き
し
、
「年
金
の
基
礎
知
識

・
得
す
る
年
金

の
も
ら
い
方
」
講
座
が

（公
社
）
北
那
覇
法
人

会
と
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
年
後
は
生
活
費
や

一
時
的
な
出
費
な
ど
、

人
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
資
金
は
異
な
り
ま
す
が
、

以
前
、
老
後
二
千
万
不
足
問
題
が
話
題
と
な

っ

た
こ
と
も
あ
り
、
老
後
の
備
え
は
重
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
年
金
の
受
給
時
期
や
、
計

算
方
法
と
い
っ
た
年
金
の
し
く
み
や
、
年
金
受

給
の
繰
上
げ

。
繰
下
げ
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ

メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
定
年
後
に
備
え
て
、
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

（イ
デ

コ
）

な
ど
の
資
産
形
成
が
重
要
に
な
る
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

定
年
後
の
人
生
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
も
、

年
金
の
知
識
や
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
も
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

え
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「結
の
街
」
に

お
い
て
、
十

一
月
十
八
日
、
「簡
単
で
か
わ
い

い
コ
サ
ー
ジ

ュ
づ
く
り
」
の
研
修
を

（
一
社
）

北
那
覇
青
色
申
告
会
女
性
部
副
部
長

外
間
洋

子
氏
が
講
師
と
な
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
席
に
リ
ボ

ン
と
糸

が
用
意
さ
れ
、
参
加
者

に
は
裁
縫
道
具
を
持
参

し
て
も
ら
い
研
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。

講
師
よ
り
、

コ
サ
ー

ジ

ュ
の
作

り

方

を

一

通

り

説

明

し

て

い

た

だ

き
、

「あ
ま

り
細

か

い

こ
と

は
気

に

せ
ず
、

リ
ボ

ン

の
淵

近

く

を

ぐ

し

ぬ

い

し

て
、
絞

り

な

が

ら

形

を

つ
く

る
と

か

わ

い
く

で

き

ま
す

よ
。
」
と
説

明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ

の

後
、
先

生

が

作

成

さ

れ

た

コ
サ

ー

ジ

ュ
を
見

せ

て

い

た

だ
き
、
早
速
各
グ
ル
ー
プ
で
作
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
で
縫
い
方
や
、
形
づ
く

り
を
相
談
し
な
が
ら
針
を
す
す
め
、
時
に
は
講

師
か
ら
直
接
縫
い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な

が
ら
、
短
時
間
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
が
完
成
し
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
コ
サ
ー
ジ

ュ
を
グ
ル
ー
プ
同

士
で
見
せ
合

っ
た
り
し
て
、
同
じ
よ
う
に
作

っ

て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
雰
囲
気
の
違
っ
た
コ
サ
ー

ジ
ュ
に
お
話
も
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
、
完
成
し
た
コ
サ
ー
ジ

ュ
を
身
に
着
け
、

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
と
て
も
華

や
い
だ
雰
囲
気
に
会
場
が
包
ま
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た

コ
サ
ー
ジ

ュ
を
参
考
に
家
で
も

作

っ
て
み
た
い
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
る
方
も

あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

中小機構力ヾ

#;?,fir.u す

の準備t

経営者のための
1
掛金は蝙 蝙 蝙

鰈,職金‐製嘉
受取時も

■‐市Iメーリーツート‐

小規模共済

共済相談室 TEL.050-5541-7171【 受付時間】 平日9:00～ 17:00

Be a Great Small

味]ノ |ヽ オ幾オ青

颯骰贔晰燿麒洟覇了 オンラインで加入申込み

制度の特長

▼

▲
【

安心
安全

年

金

セ

ミ

ナ

ー

女
性
部
冷
‐‐
和
六
年
度
研
修
会

し

=鷺
・―

`‐

・
栞・菖‐蕎・ 幕|「黎

一
〇

契約者貸し付
利用が可能

`共済金の受給権は
差押禁止

こんな悩みにお応えします

{& tr t, ;, A,affifff h\b o *q .

国がつくつた
自
由

ロ

年金に不安を感じたら
無理のない月
積立をした

額で
い

1 加入後の一部手続きもオンラインで可能。
1 掛金払込証明書の電子交付、掛金月額の増額減額、

小規模企業共済制度の詳しい内容は
2次元コード又はホームページからご確認ください。
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園

国

固

圏

儡

令
和
六
年
度

役
職
員
研
修
会

去
る
八
月
二
十
日

（火
）
ノ
ボ
テ
ル
沖
縄
那
覇
に
お

い
て
全
青
色
主
催

。
沖
青
連
共
催
に
よ
る
役
員
研
修
会

が
県
内
六
会
の
役
職
員
参
加
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
中
央
情
勢
報
告

全
青
色
綿
貫
専
務
理
事
よ
り
、

事
業
活
動
基
本
方
針
と
し
て
、
特
に
○
消
費
税
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
三
割
特
例
、
少
額
特
例
な
ど

納
税
事
務
負
担
の
軽
減
措
置
の
恒
久
化
、○
組
織
運
営

の
強
化
、
○
指
導

。
相
談
活
動
の
充
実
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
。②
青
色
申
告
会
と
税
務
行
政
の
連
携

・
協
調
な

ら
び
に
申
告
納
税
環
境
の
変
化
　
沖
縄
国
税
事
務
所

個
人
課
税
課

仲
田
記
帳
指
導
専
門
官
よ
り
、
帳
簿
の

提
出
が
な
い
場
合
等
の
加
算
税
の
加
重
措
置
、
定
額

減
税
の
概
要
と
実
施
方
法
等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。③

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
と
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ

二
〇
二
五
に
つ
い
て
　
全
青
色
浦
澤
大
介
主
事
よ
り
、

令
和
七
年
よ
り
導
入
予
定
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

メ
リ
ッ
ト
や
保
守
契
約
料
の
改
定
の
報
告
、
ブ
ル
ー

リ
タ
ー
ン
二
〇
二
五
に
つ
い
て
は
様
式
変
更
、
主
な

機
能
改
修
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。④
中
退
共
制
度

の
内
容
に
つ
い
て
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構

上
原
普
及
推
進
員
よ
り
、
会
員
企
業
の
福

利
厚
生
事
業
の

一
環
で
あ
る
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
の
概
要
を
分
か
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ
た
。

研
修
会
終
了
後
は
交
流
会
が
行
わ
れ
、
食
事
を
交

え
な
が
ら
各
会
役
職
員
の
交
流
も
深
め
る
事
が
で
き
、

充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部

令
和
六
年
度
研
修
会

十
月
三
ロ
ホ
テ
ル
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
に
お
い
て
、
沖
縄
県

青
色
申
告
会
連
合
会
女
性
部

の
研
修
会
が
県
内
女
性
部
四

八
名
参
加
の
下
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
「テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
」
に

つ
い
て
ホ
テ

ル
の
方
が
講
師
と
な
り
、
出

さ
れ
た
料
理
と
と
も
に
そ
の

作
法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
教
わ

っ
た
こ
と
を

実
演
し
、
道
具
の
扱
い
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
余
裕
が

で
き
て
く
る
と
会
話
も
弾
み
、
食
事
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に

一テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
は
特
別

な
日
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
生
活
に
密
着
し

て
い
る
も
の
で

一
緒
に
食
事
を
す
る
人
同
士
が
お
互
い

に
気
持
ち
よ
く
食
事
を
囲
む
こ
と
。
食
事
や
食
材
を

作

っ
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

『感
謝

の
ふ
る
ま
い
』
で
す
。
そ
し
て
、
食
事
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。」
と
教
わ
り
、
食
事
も
最
後
ま
で
美
味
し
く

い
た
だ
き
、
今
回
参
加
し
た
部
員
の
皆
さ
ん
の
会
話
も

弾
み
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部

研
修
会
並
び
に
交
流
会

十

一
月
十
八
日

（月
）、
旬
膳
・酒
肴

楓
に
お
い
て
、

県
連
青
年
部
の
研
修
会
並
び
に
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、
「部
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
」
と
題
し
、

県
連
青
年
部
の
新
垣
副
部
長
よ
り
、
起
業
前
に
勤
め
て

い
た
職
場
で
の
経
験
か
ら
得
た
、
青
色
申
告
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
事
や
、
那
覇
会
へ
の
入
会
か
ら
現
在
の
青

年
部
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
部
員
や
役
員
を

増
や
す
に
は
、①
人
脈
が
広
が
る
②
信
用
度
ア
ッ
プ
③

組
織
運
営
の
在
り
方
を
知
る
④
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
収
集

な
ど
、
会
活
動
に
参
加
す
る
事
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

を
き
ち
ん
と
伝
え
る
事
が
大
切
で

す
。
あ
と
は
入
会
の
声
掛
け
を
す

る
の
み
―
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
北
那
覇
青
年
部
の

忘
年
会
と
合
同
で
行
わ
れ
、
お
い

し
い
お
食
事
や
お
酒
を
頂
き
な
が

ら
、
懇
談
や
名
刺
交
換
な
ど
賑
や

か
に
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ゝ

経営セーコテイ共済

経営セーフティ共済は、取引先事業

者が倒産し、売掛金債権等が回収

困難になった場合に、貸付けが受

けられる共済制度です。「もしも」
のときの資金調達手段として当面

の資金繰りをバックアップします。

倒産う`ら会社を守る

制度です!

取引先の

鼈鯰付条件は無理保■‐無保証本‐

■ ■

掛金の10倍の範囲内で

まで貸付け

掛金は税法上

鼈

蝙

経営セーフティ共済
Be a Great Small.

ヰ]′ 1ヽオ幾オ膏

隧饂饉鍾璽藝賤轟葬
・

中小企業値」産防止其済帝』度

一
ロ □ □

日

（
０

|||||||||||‐| | | | |‐||||||||||||||||||||||||||IⅢ■|1轟嘉1轟|

加入後のオンライン手続き、掛金月額の増額減額、掛金の前納、事業所所在地・

電話番号・資本金・従業員数の変更 など

制 度 の 詳 し い 内 容 は

右記の2次元コード又はホームページ
からご確認ください。

牌
青
驚
置

静
＝
ｉ
ｒ
〓
■
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露
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中
学
生
の

令
和
６
年
度

税
に
つ
い
て
の
作
文

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国
税
庁
が
共
催
す
る

一中

学
生

の
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
　
柿

北
那
覇
青
色
申
告
納
税
貯
蓄
組
合
で
の
上
位
作
品
を
ご
紹
　
令

介
致
し
ま
す
。

☆

（公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
賞

税
金
と
未
来

栗
国
村
立
栗
国
中
学
校
　
一
一年

「税
金
を
減
ら
し
て
は
し
い
。
」

「何
に
そ
ん
な

に
使

っ
て
い
る
の
。
」
誰
も
が
そ
う
思

っ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は

「税
金
な
ん
て
な
く
な
れ
ば

い
い
の
に

な
。
」
と
税
金
の
仕
組
み
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
簡

単
に
考
え
て
い
た
。

二
年
生
の
と
き
に
あ

っ
た
財
政
教
室
で

「財
務

大
臣
に
な

っ
て
国
の
予
算
案
を
作
ろ
う
」
と
い
う

授
業
を
受
け
た
。
こ
の
授
業
は
私
に
と

っ
て
税
金

の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、
国
の
お
金
に
つ
い
て

考
え
る
大
き
な
き

っ
か
け
に
な

っ
た
。

こ
の
授
業
で
は
日
本
の
借
金
を
減
ら
す
国
の
予

算
を
考
え
る
と
い
う
内
容
だ

っ
た
。
で
は
国
は
何

に

一
番
お
金
を
使

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。　
一
番

は
社
会
保
障
だ

っ
た
。
そ
こ
で
私
達
は
少
し
で
も

社
会
保
障
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
考
え
て

み
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
日

本
で
は
年
金
を
減
ら
す
こ
と
や
、
子
育
て
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
日
本
の
未
来
に
と

っ
て
と
て
も
重

要
な
こ
と
な
の
で
簡
単
に
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な

か

っ
た
。
そ
こ
で
社
会
保
障
以
外
の
防
衛
費
や
公

共
事
業
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
み
た
が
、
こ
こ

で
も
日
本
を
守

っ
て
く
れ
て
い
る
自
衛
隊
や
す
で

に
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
公
共
事
業
は
こ
れ
以
上

減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
た
。

そ
う
な
る
と
、
歳
入
を
増
や
す
し
か
借
金
を
減

ら
す
方
法
は
な
い
。
税
金
は
す
で
に
歳
入
の
六

十
％
以
上
約
七
十
億
円
も
負
担
し
て
い
て
す
で
に

☆

全

国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

私

の
苦
手
な
弟

昭
和
薬
科
大
学
附
属
中
学
校

私
は
弟
が
好
き
で
は
な
い
。
落
ち
着
き
が
な
く
、

自
分
勝
手
な
行
動
を
す
る
。
私
が
た
し
な
め
て
も
、

聞
く
耳
を
持
た
な
い
ど
こ
ろ
か
暴
言
を
吐
い
て
く

る
。
母
や
父
は

「そ
う
い
う
子
な
の
。
」

「広
い
心

で

『は
い
は
い
』
と
言

っ
て
お
き
な
さ
い
。
」
と

言
わ
れ
る
が
、
暴
言
を
吐
か
れ
、
病
康
を
起
こ
さ
れ
、

私
の
時
間
も
気
づ
か
い
も
踏
み
に
じ
ら
れ
る
の
に
、

「広
い
心
」
を
持

て
る
訳
が
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
作
文
を
書
く
に
あ
た

っ
て
税
に
つ
い
て
考
え
た

と
き
、
母
が
買

っ
た
た
く
さ
ん
の
本
が
目
に
入

っ

た
。
弟
の
発
達
障
害
に
関
す
る
本
だ
。
授
業
で
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
も
し
か
し
た
ら
弟
も
何
か
国
や
県
か
ら
支
援

を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
国

や
自
治
体
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
発
達

障
害
の
支
援
も
行

っ
て
い
る
ら
し
い
。
具
体
的
に

は
、
障
害
に
対
す
る
早
期
発
見
、
自
立
支
援
、
発

達

セ

ン
タ
ー
な
ど

の
施

設

へ
の
ケ

ア

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
巡
回
支
援
な
ど
が
あ

っ
た
。
私
の
想
像

よ
り
多
く
の
制
度
や
取
り
組
み
が
あ

っ
た
が
、
特

に

「受
給
者
証
」
と
い
う
も
の
が
印
象
に
残

っ
た
。

受
給
者
証
を
取
得
す
れ
ば
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

三
年

新

垣

結

菜

を
利
用
す
る
際
に
利
用
料
金
の
負
担
額
を
減
額
で

き
る
よ
う
だ
。
親
に
尋
ね
る
と
、
弟
は
こ
の
制
度

で
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
ら
し
い
。

例
え
ば
、
専
門
の
先
生
に
定
期
的
に
診
て
も
ら

う
機
会
が
あ
る
こ
と
で
親
の
心
配
ご
と
を
相
談
出

来
た
り
、
弟
の
今
後
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な

っ

た
り
す
る
。
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
で
体
の
動
か
し
方
が
上
手
に
な

っ
た
り
達
成

感
を
味
わ

っ
た
り
で
き
る
。
ま
た
、
学
校
に
特
別

支
援
教
室
が
あ
う
こ
と
で
自
分
の
ベ
ー
ス
で
勉
強

が
で
き
、
人
と
の
付
き
合
い
方
が
学
べ
る
。
確
か
に
、

考
え
て
み
れ
ば
弟
は
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通

う
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
学
校
の
友
達
や
私
と
喧
嘩

や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
減

っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
も
し
、
母
や
父
が
こ
の
よ
う
な
制
度
や
施
設
を

知
ら
な
か
っ
た
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
仕
組
み
が
な

か

っ
た
ら
、
今
よ
り
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ず
ら
く
、
弟
は
私
に
と

っ
て
も

っ
と
敬
遠
す
る
存

在
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
福
祉
制
度
を

知

っ
た
私
は
少
し
だ
け
弟
の
成
長
に
気
づ
け
た
。

ほ
ん
の
少
し
弟
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

弟
の
特
性
は
私
に
と

っ
て
嫌
な
も
の
で
、
避
け

て
き
た
も
の
だ
ち

た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
目
を

年度 応募状況
し

し

背
け
て
も
弟
の
特
性
は
な
く
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

弟
を
少
し
ず

つ
で
も
理
解
し
て
、
も

っ
と

「広
い

心
」
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
ま
た
、
気
づ

い
て
い
な
い
だ
け
で
身
の
回
り
に
は
多
く
の
制
度

が
あ
る
の
だ
と
思
う
。
私
は
、
こ
の
作
文
を
通
し

て
身
近
な
税

の
使

い
道
に
気
づ
き
、
見
方
が
変

わ

っ
た
。
税
は
納
め
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
生
き
づ

ら
い
人
た
ち
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
、
ほ
ん
の

少
し
自
分
や
他
人
の
手
助
け
が
で
き
る
も
の
な
の

だ
。
私
が
弟
を
ほ
ん
の
少
し
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
、
誰
か
と
誰
か
を
む
す
ぶ
こ
と
が

で
き
る
も
の
な
の
だ
。

ノハ`

城

佑

月

日
本
の
支
出
を
大
き
く
支
え
て
い
る
。
現
在
で
さ

え
税
金
は
高
く
な

っ
て
、
批
判
を
受
け
て
い
る
の

で
税
金
を
増
や
し
て
歳
入
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
最
終
的
に
授
業
内
で
納
得
の
出
来
る
よ
う

な
案
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
私
は
案
を
完
成
さ
せ
る
以
上
に
こ
れ

か
ら
生
活
し
て
い
く
中
で
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
特
に
、
税
金
で
は
十
％
の
消
費
税

で
さ
え

「高

い
な
。
下
げ

て
く
れ
な

い
か
な
。
」

と
思

っ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
税
金
の
大
切

さ
を
知

っ
た
今
で
は
、
こ
の
少
し
の
十
円
で
も
日

本
を
支
え
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
の
他
に
も
、
私
が
住
ん
で
い
る
離
島
で
は

部
活
の
大
会
や
学
校
行
事
の
遠
征
を
島
が
九
割
補

助
し
て
く
れ
た
り
、
給
食
費
が
無
料
だ

っ
た
り
な

ど
多
く
の
費
用
を
村
が
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
税
金
が
関
係
し
て
い
る
と
知

っ
て
か
ら
は
、

大
会
は
今
ま
で
以
上
に
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
練

習
を
頑
張
ろ
う
、
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
よ
う
な
ど

少
し
の
こ
と
だ
が
学
校
生
活
を
送
る
中
で
も
考
え

方
や
過
ご
し
方
が
変
わ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
税
金
を
知
る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
れ
で
も
疑
間
に
思
う
事
や
必
要
な
い
と
い
う

意
見
も
あ
る
と
思
う
が
、
税
金
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
理
解
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
す

一
番
の
近
道

だ
と
思
う
。

16 940

25 1,439

27 2,297
259

10 419

7 98

96 5,452
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露焚尚学院
理事長・学院長名式政次郎 副学院長夫城美穂子

創立74年 専門学校尚学院
尚学院国際ビジネスアカデミー

SHOGAKUIN

尚学院公務員法律大学校
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S#BA は憚鰺浴癸
暖かみ 厳しさ 矩性 法学部通信教育過程併修

高等専修学校

那覇 尚学院中学・高校受験
尚学院小・中学校JPS

HP https:〃 www.shogaku.net

丁EL.098-867-3515(代
)

沖 縄 尚 学 高 等 学 校
沖縄尚学高等学校附属中学校

怖

薇
ず

侮

ら
ず

圃 医:国 |

国際バカ

暖

か

み

厳

し

さ

知
性

ス
負
わ

瞼輪 学校法人 尚学学園

酬目1出
`由

■」菌出闘圏田躙日圏贈自函■i■麟薔菌詈出箇日田田自菌口i菌|

新車販売 トヨタ・日産

ダイハツ・スズキ・三菱

中古車販売 /買取

オークション注文販売

現金/ローン/リース販売

車検整備 [認証1464]飯金

塗装・保険業務 JA代理店

タイヤ新品 /中古品販売

(入替 /バランス /処分)

車両・バイク引取 抹消業務

颯饂蛉
『
闇瑕

ご_遍壁上乃下さる方募集中ノ

`

代 表 者

経  理

整備主任

清掃整備

二級整備

二級整備

引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。
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